
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月、休日を使って、十勝岳の麓の白金原生林に入りました。降り注ぐ雨と相まって、草木の生

命力に圧倒され、心も頭も浄化されるような気持ちになりました。 

その森の大半はトドマツとエゾマツからなり、ときどきドロノキという大きな木が混ざります。

歩いていると時折、トドマツなどの幹にひびが入ってるものがあります。「凍裂」といわれるもの

です。冬にマイナス２０度以下になることもめずらしくないこの地では、木

の中にある水分が凍って幹の表面にひびが入るのです。ただ、そばに立って

いるトドマツを見ると「凍裂」があるものは、ほかに見当たりません。土壌

の微妙な違いもあるかもしれませんが、同じトドマツでも遺伝子は同じでな

いことがうかがえます。みんなが同じでないことで、次の世代に命をつない

でいくのです。このトドマツも、別なところに種を落としていたら、もっと

太くもっと立派な木になっていたのかもしれません。木は歩くことができま

せんから、その場所で一生懸命に命を燃やすのです。 

 「倒木更新（とうぼくこうしん）」も多く見ることができました。森には寿命まで生きて倒れた木

も多くありますが、その倒木の幹は、次の命が育つ格好の場所となります。笹やぶの多い森の中で、

種を落としても成長することはとても困難です。倒木の幹に落ちた種が何年もかけて成長し、また

新しい森を作っていきます。木がまっすぐ一列に並んでいる場所があれば、それは倒木更新の目印

です。中には倒木の幹の上ではなく、十勝岳が噴火した際に流れてきた岩の上やバブルの時に人間

がこしらえ既に朽ち果てた休憩用のテーブルの上で芽を出し、一生懸命に空に向かって伸びている

若木もありました。トドマツのマツボックリには一個あたり約２００の種が入っています。一本の

木に５００個ほどのマツボックリができるといいますから、ものすごい数の種が大地に落ちます。

しかし、芽を出すことができる種はごくわずかです。 

 人と同じだなと思います。この世に生まれてくること自体が奇跡的なのですから。そして、一生

懸命に生きようとする本能的なものも生き物として共通だと感じます。ただ、人は動くことができ

ます。一つの場所で一生懸命に生きることもできるし、場所を変えて新しい場所で命を輝かせるこ

ともできます。中学生というこの時期、どう生きるかについて考える力を磨いてほしいと思います。

そうして、高校やさらにその先にある出会いの中で「自分らしさ」を見つけてほしいと思います。 

令和５年度が始まって早くも二つ目の季節が半ばを迎えようとしています。それぞれの子どもた

ちが、これまでのがんばりを振り返り、心を休める時間を過ごしてほしいと思います。 
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自律する力を確かなものにする～優しさあふ

れる大麻東中学校～ 

校長三浦崇史 

おかげさまをもちまして、大麻東中学校での

３年目の学校経 

営の機会を迎えさせていただきました。始業

式と入学式、そこ 

に子どもたちの健康で清新な表情を見て安心

すると共に、進級 

と入学を皆で祝い、学校での全ての活動に対

して新しい気持ち 

で臨むことができると感じとてもうれしく思

いました。 

私からは、始業式では在校生に、入学式では新

入生に対して、 

先日、難病を克服して復活し見事優勝した競

泳の池江璃花子選 

手の「すごくつらくてしんどくても、努力は必

ず報われる」と 

いう言葉を取り上げさせていただき、自らの

目標に向かってた 

ゆまぬ努力を積み重ねることや、ぜひ自分の

夢の実現に向かっ 

て努力し続ける人になってほしいということ

を訴えました。 

子どもたちが持つ素直さや優しさ、そして、団

結力こそが、今の状況も含めた様々な困難や

課題を解決 

し前に進む力になると考えています。さらに、

優しさあふれる大麻東中の仲間同士、感染予

防に努めながら、 

必ずやこの困難な局面を乗り越えて、学習や

行事、部活動などに生き生きと取り組めるよ

う自律し工夫して 

いこうと話をさせていただきました。 

今年度の大麻東中学校の重点目標は、標題に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種  目 結 果 対  戦  結  果 

男 子 

バスケットボール 
ベスト８ 

１回戦  対 中標津中  ○（５４－４３） 

２回戦  対 乙部・江差 ○（８１－４３） 

準々決勝 対 東月寒中  ●（４６－５５） 

男子バドミントン 

（団体戦） 

ベスト８ 

（個人シングルス） 

篠原 準優勝 

＜団体戦＞工藤 粋、方波見 練、篠原 泉輝、 

是友 孝太、森下 蒼大、西村 虎流、藤田 直樹、

白岩 希一 

１回戦  対 函館北中  ○（２－１） 

準々決勝 対 札幌元町中 ●（０－２） 

＜個人戦（シングルス）＞ 

篠原泉輝 準優勝【全国大会進出】 

体操・新体操 
（体操二部男子個人）村上 楓紀 総合 20 位 

（新体操男子個人） 浪田 衛  総合 2 位 

陸 上 競 技 
（共通男子４００ｍ） 伊勢谷 颯空 予選敗退 

（共通男子２００ｍ） 伊勢谷 颯空 予選敗退 

Ｐ２ 

北海道中学校吹奏楽コンクール札幌地区大会  

８月３日に全日本吹奏楽コンクール

北海道予選札幌地区大会が、札幌市中

央区のある札幌コンサートホールキタ

ラにて行われました。吹奏楽部員は、

この日のために練習を積み重ね、気持

ちを一つにして、演奏に臨みました。 

 演奏曲は「依依恋 （々いいれんれん）

～恋路の道は恋の路～」。曲の冒頭、穏

やかで切ない海の場面を手作りの楽器

で表現し、その後、二人の恋の様子、

楽しく穏やかな日々、そして悲しい物

語と続きます。観客の心を魅了する素

敵な演奏を聞かせてくれました。吹奏

楽部員はこの後、定期演奏会、学校祭

に向けて、さらなる研鑽をしています。 
 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ３ 

７月２０日（木）、１年生が三笠市で校外学習を行いまし

た。学習の中心となった三笠ジオパークは、「アンモナイト

が海を泳いでいた一億年前から、炭鉱まちとして栄えた現代

まで、一億年時間旅行が気軽にできる場所」と言われており、

ガイドスタッフさんの分かりやすい説明もあって、中身の濃

い学習ができました。縦に並ぶめずらしい地層を見ながら地

球の不思議について考えたり、石炭で栄えた三笠市の歴史を

学んだり、当時日本経済を支えた小樽までの鉄道の様子を見

学しながら、学級や学年の仲間との交流を深めました。運営

に当たった実行委員の生徒たちは、帰着後、反省点を発表し

合い、次の活動につなげる意識を高めていました。 

 

今年度の新たな取り組みとしてリモート挨拶運動を行いました。オンラインで互いの玄関を

つなぎ、小学生は中学生の挨拶を中学生は小学生の挨拶を見合いながら登校するという企画で

す。モニターに映った小学生を見て、中学生から「かわいい」という声が聞かれました。 

 また、前期前半最終日には、中学校区の先生方が一同に介して、これまでの活動を振り返っ

たり、子どもたちが苦手としている学習内容などについて共有をしたりし、授業に生かす 

確認をしました。 

夏休み初日と２日目に行った部活動 

体験では、小学６年生が中学生の先輩 

方のアドバイスを受けながら、楽しそ 

うに活動していました。参加した児童 

を対象に行った実施後のアンケートで 

は「中学校への希望や期待は高まりま 

したか」との質問に全員が肯定的な回 

答をしてくれました。 

  

 

                  

 

 

 

 リモート挨拶運動  部活動体験 合同研修会 

 

  

 先生方の合同研修会       リモート挨拶運動  

８月２３日（水）、生徒会役員が企画・運営し、

「いじめ根絶集会」を実施しました。今年度のテ

ーマは「人と人との距離感について考える」で、

事前に実施した道徳の授業のまとめをしたのち

に、生徒会役員が制作した動画を視聴し、各学級

４人一組で感想や意見を述べ合いました。当初

体育館での集会を計画していましたが、暑さ対

策で急遽リモートでの実施としました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事 給 

１ 金 市内中体連新人戦① ― 

２ 土 市内中体連新人戦②  

３ 日    

４ 月 
中体連新人戦報告会      ★ 

登校指導⑥  諸活動停止(～9/7) 
○ 

５ 火 管内教職員研修（３時間授業) × 

６ 水 教職員研修 ○ 

７ 木   ○ 

８ 金 
前期期末テスト②(５教科) 

教育実習終了 ※北地区資源回収日 
○ 

９ 土 
ＰＴＡミニ運動会 9:30～12:00 

創意工夫作品展(～9/12) 
 

１０ 日    

１１ 月 生徒会役員選挙公示 ○ 

１２ 火   ○ 

１３ 水 
３年学力テスト総合Ａ 

小中合同体力テスト※南地区資源回収日 
○ 

１４ 木 学校祭特別日課Ａ ○ 

１５ 金  ○ 

１６ 土 土曜授業(３時間授業) ― 

１７ 日 吹奏楽部定期演奏会  

１８ 月 敬老の日  

１９ 火 ＰＴＡ研修会 18:30～20:30 ○ 

２０ 水   ○ 

２１ 木   ○ 

２２ 金   ○ 

２３ 土 秋分の日  

２４ 日    

２５ 月 学校祭特別日課Ｂ       ★ ○ 

２６ 火   ○ 

２７ 水   ○ 

２８ 木 学校祭前日準備 ○ 

２９ 金 学校祭 ― 

３０ 土   

★９月のスクールカウンセラー相談日 

     ９月４日（月）、２５日（月） 

Ｐ４ 

  先月の学校だよりでも紹介しましたが、ＰＴ

Ａ研修会企画運営委員会では、ＣＡＰ（キャッ

プ）の教育プログラムを活用し、「子どもの権

利を守り、いじめや性被害などあらゆる暴力を

防止する」ことをテーマとしたワークショップ

を開催します。 

今後、詳細や申込案内が配布される予定で

す。多くの参加者をお待ちしております。 

 

日時：９月１９日（火）１８：３０～２０：３０ 

場所：大麻東中学校 音楽室 

日 時：９月９日（土）９：３０～１２：００ 

 

場 所：大麻東中学校グラウンド 

    ※９：３０まで集合 

※雨天時は体育館集合 

 

内 容： １ 開会式 

     ２ ５色綱引き 

     ３ 借り人競争 

     ４ 玉入れ 

     ５ 部活対抗リレー 

     ６ 閉会式 

 

持ち物：焼き鳥の引換券 

運動できる靴（雨天時は上靴） 

服 装：生徒は学校指定ジャージ 

（学校生活同様） 

 

☆優勝縦割り学級には、豪華景品が準備される

そうです。怪我なく楽しみましょう。 

 

縦割り＋保護者・教職員チーム対抗 

 今後、あらためてご案内差し上げます。今のと

ころ昨年度までの制限をなくして実施する方向で

考えていますが、今後の感染症や気象状況等を踏

まえて、あらためてご案内いたします。 


